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川崎市地球温暖化防止活動推進員・多摩エコスタイル（多摩区）での取り組み 

2020.03.21 

多摩区推進員 

エコスタ参加推進員：三枝信子、山下博子、渡部誠（3名）＋推進員外 6名 

エコスタ不参加推進員（独自活動）：6名 

※エコスタに所属しないで活動されている推進員の活動報告は含みません。 

活動組織名 多摩区まちづくり協議会 多摩エコスタイルプロジェクト（2012年 7月～） 

代表者 本多 正典 

２０１９年度の 

活動内容 

 

 

 

 

 

 

エコポイントカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイ傘袋 

商店街と連携してエコポイントカード（エコＰＣ）を多摩区の 4商店会で運用中。

空き地を利用した「登戸まちなか遊縁地」イベントでエコ普及活動を継続した。 

2020年 3月で、所属する「多摩区まちづくり協議会」は活動終了するので、商店

街エコ活動支援をどのように継続するかを検討し、「多摩区商店街連合会」と協議

し、環境部会（仮称）を設置していただき、エコＰＣおよび多摩区商店会のエコ

活動支援を行う方向で検討している。エコＰＣの主旨およびマニュアルを整備し、

これまでの活動のまとめを行った。 

 

１．エコＰＣ運用支援と、4商店会、多摩区商店会連合会との協働 

・エコＰＣ広報、使用カードの分析などの支援を行った。 

・商店会のイベントに参加 

「民家園通り夏まつり」「登栄会ハロウィン」に参加し広報を実施した。 

・4商店会と多摩区商店街連合会会長と当プロジェクトで、エコＰＣに関する意

見交換をするために「多摩区エコ商店街推進会議」を 5回開催した。4商店街

それぞれで特色・地域差がありエコＰＣ運用の状況が違うので、商店会と相談

しながら促進活動を継続した。2020 年 7 月からレジ袋有料化が始まるので、

エコＰＣ運用も変更していかなければならないが、現在検討中である。 

・エコＰＣ運用関連マニュアル（概要、運用マニュアル、データ集計マニュア

ル、その他のエコ活動で構成）を作成し、多摩商連と 4商店会に進呈した。 

 

２．商店街と地域のエコな活動を広げていく連携の場をつくる 

・商店会会長、のぼりとゆうえん隊、当プロジェクトでつくる「みんなで登戸・

遊園をつくる会」で、商店街と地域活性化、エコ活動推進を話し合う会議を定

期的に実施。「登戸まちなか遊縁地」計画を検討した。 

・「登戸まちなか遊縁地」は今年度 1回開催した。 

第 2回 11月 16日（土） （6月企画は事情により中止になった） 

エコＰＣ啓発活動と、リユース食器を使用（多摩区エコロジーライフ事業のリ

ユース食器貸出事業を利用）しゴミを減らすこと、特にプラスチックごみ問題

の展示でアピールした。（リユース食器は登栄会ハロウィンでも使用） 

・区役所 1階アトリウムで活動紹介展示、普及啓発を行った（5/20～24） 

・区役所通り登栄会商店街の「まちゼミ」で、「マイ傘袋を作ろう」講座を開催、

川崎市のごみ事情、マイ傘袋の意義等を話し、参加者に作っていただいた。プ

ラごみ問題・３Ｒの説明を聞いて日常生活の改善点が分かった、さっそく使い

ます、家でまた作りたい、雨の日が待ち遠しい等の声があった。 

・マイボトルポスター（マイボトルと給水スポット活用で使い捨てプラスチッ

クを減らそう）を作成し、区役所各階に展示していただき普及啓発した。 



2 

 

２０２０年４月 

からの活動予定 

多摩エコスタイルプロジェクトは任意団体として活動継続し、多摩区商店街連合

会と協働して、エコＰＣ運用支援と商店街エコ活動支援を継続する。 

・「登戸まちなか遊縁地」は 5月と 11月開催予定で、参加の予定。 

・その他の活動については、今後検討していく。 

 

区役所等窓口部署 多摩区まちづくり協議会のプロジェクトとしては、区役所窓口は地域振興課。 

備考  

 

活動写真集 

イベントではリユース食器を     マイ傘袋を作ろう講座       マイボトルポスター 

使って飲物や食事を提供     使い捨てビニール傘袋を減らそう   給水スポット調査も実施 

 

2019年度リユース食器使用個数 

プラスチック容器ごみが減りました。 

10 月 登栄会ハロウィン １９０個 

11 月 まちなか遊縁地 ３７０個 

合計 ５６０個 

 

 

エコポイントカード分析例 

 

 


